　　　　　　　　　ＮＭＣ４月例会　　オペラ・アリアの夕べ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年４月１２日　　１８時３０分～２０時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：　スタジオ・ヴィルトォージ（新宿区百人町）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　会員　１９名　　外部　２１名　出演者ご両親４名合計４４名

　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム

第1部 歌曲・カンツォーネ特集

トスティ作曲　　　夢　　　　　　　　　　　菊地
フォーレ作曲　　　夢のあとに　　　　　　　岡本
カルディロ作曲　　カタリ・カタリ　　　　　岡本
ジーチンスキー作曲　ウィーン、わが夢の町　菊地
山田耕筰作曲　　　からたちの花　　　　　　菊地
中田喜直作曲　　　歌をください　　　　　　岡本
カプア作曲　　　　オーソレミオ　　　　　　岡本
黒人霊歌　　　　　Ａmazing Grace　　 　　菊地
第2部 オペラ・オペレッタ特集

　　　レハール作曲　「ジュディッタ」より「熱きくちづけ」　菊地
　　　ドニゼッティ作曲　「愛の妙薬」より「人知れぬ涙」　　岡本
　　　ショスタコーヴィッチ作曲　「ムチェンスク郡のマクベス夫人」より「誰もいない」　　　　　　　　　　　　　　　　　菊地
　　　ヴェルディ作曲　「リゴレット」より「女心の歌」　　　岡本
　　　ビゼー作曲　「カルメン」より「ホセとミカエラの二重唱」
菊地・岡本
　　　ピアノソロ　ショパン作曲　「幻想即興曲」　　　　　丹生谷
　　　プッチーニ作曲　「トスカ」より「歌に生き恋に生き」　菊地
　　　プッチーニ作曲　「トーランドット」より「誰も寝てはならぬ」岡本
　　　メリーくんの恋の・・・（女心の歌の感じで）　　 菊地・岡本
　　　ヴェルディ作曲　「椿姫」より「乾杯の歌」　　　菊地・岡本
出演　　ソプラノ；菊地美奈　　　テノール；岡本泰寛　　　ピアノ；丹生谷佳惠

　　　　　　　　　　出演者プロフィール

ソプラノ；菊地美奈　

東京芸術大学卒業　同大学院終了　　二期会会員、

小沢征爾指揮｢ファウストの劫罰｣天の声、

二期会・ハンブルグ国立歌劇場共催｢皇帝テイトの慈悲｣

セルヴィーリアなど幅広い役柄を数多く演じてきた。

銀座音楽ビヤプラザライオン宣伝企画プロデューサー

テノール；岡本泰寛

東京芸術大学卒業　同大学院終了　　二期会会員、

１９９８年第３４回イタリア声楽コンコルソ第２位入賞　

２００５年小沢征爾音楽塾に参加し天津、上海で

｢セヴィリアの理髪師｣特別演奏会に出演、NＨК交響楽団

ソリスト出演など、音楽祭、コンサートで活躍。

ピアノ；丹生谷佳惠
国立音楽大学卒業　ローゼンストック国際ピアノコンクール

審査員特別賞受賞、第１７回霧島国際音楽祭特別奨励賞受賞

ハンガリーにて建国１１００年記念演奏会に出演し、国立ゼゲト

交響楽団と共演、チェコフィル八重奏団、元ウイーンフィル

の各トップ奏者の指名を受けデュオリサイタル共演などを行う。

参加者の感想

　感動したとの声が圧倒的に多いが、その内容を整理してみると、次のようになる。

工夫の心

　菊地さんのトークショウに工夫があり、面白かった。多くの分野の曲に挑戦して成功している。女心の歌のパロデイの二重奏で教育ママと子供の会話のドラマに工夫が見られ、面白かった。岡本さんが咽喉を痛めていたといわれていたが、ぜんぜん感じさせず素晴らしかった。

協力による盛り上がり

　出演者３名は永い交流があり、互いの気心を知っているので、良く協力して、曲の盛り上がりに努力している。ピアノの丹生谷さんの高音の誘導は見事であった。

会場

　会場の天井が低く残念の声あり。しかし、この会場は音響効果抜群とのことで選んだ。
高い天井を希望される方は、出演者が別に行っている演奏会に積極的にご参加下さい。

懇談会

　終演後、参加者と出演者との懇談会が新大久保駅前の和民で行われた。演奏会で盛り上がった感激から、二次会も大いに盛り上がり、２２時まで続いた。大変中身の濃い会合であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　文責　－　榎本　）
